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      辻征夫　鳥籠

なぜか
からっぽのとりかごかかえて
ののはてに
たっていた

このまっくらな
のをよこぎって
とてもわたしはひとりではかえれない
こころぼそさにふるえて
ののはてに
たっていた

まごしろうどの
そのとき　でした
わたくしのとりかごが
しずかにあかるくなったのは
ほら
わたあめ
のような
やわらかい
まごしろうどのの　ひとだまです

わたくしは
そなたのむごんに　はげまされ
ののはてから　そろりと
あゆみはじめたのでした
ほのぼのと　あかるい
とりかごかかえて


